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賀茂川中学校区の強み
（地域の資源）

○ 道徳科の授業改善
○ ９年間の系統性を意識した指導の充実
○ 家庭、地域との連携による教育の充実
（道徳参観日、ゲストティーチャー、ビデオレター等）

● 道徳科と日常生活のつながりが十分ではない。

Ⅰ 研究の構想 Ⅱ 研究の実際 Ⅲ 結果と考察

成果

課題
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主体的に学び合う児童生徒の育成

～ 日常生活につなげる道徳教育の充実を通して ～

研究主題

研究仮説

考え・議論する道徳科の授業を行い、カリキュラム・マネジ

メントにより全教育活動を通じて道徳教育の充実を行えば、
自己を見つめ、自分のよりよい生き方についての考えを深め
ることにつながり、主体的に学び合う児童生徒の育成ができ
るであろう。

主体的に学び合う児童生徒の育成

～ 日常生活につなげる道徳教育の充実を通して ～

研究主題

研究内容

（１） 考え・議論する道徳科における指導方法の工夫
（２） カリキュラム・マネジメントによる道徳教育の充実
（３） 指導と評価の一体化
（４） 各校との連携
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考え・議論する道徳科における指導方法の工夫（ICTの活用）

オンライン合同授業
→異なる意見や考え
（友達との出会い）



Ⅰ 研究の構想 Ⅱ 研究の実際 Ⅲ 結果と考察

考え・議論する道徳科における指導方法の工夫（ICTの活用）

【授業改善に生かす】
〇昨年度の授業
〇他校の授業（多様な考え）
〇前学年の学習内容（導入、発達段階）

クラスルームを用いた情報共有（板書、ワークシート、提示資料等）
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考え・議論する道徳科における指導方法の工夫（ICTの活用）

板書の工夫（学びの深まりの見える化）

主体的に学び合う児童生徒の育成

～ 日常生活につなげる道徳教育の充実を通して ～
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カリキュラム・マネジメントによる道徳教育の充実（道徳学習プログラム）

学びの足跡の掲示

児童生徒と作成する学びの足跡
→道徳科と各教科等の学びの繋がりの実感へ
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目指す姿

道徳学習プログラムの作成（教師の見通し）

カリキュラム・マネジメントによる道徳教育の充実（道徳学習プログラム）
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複数の教師による活動の洗い出しと内容の精選（意図を明確にした指導）
※各教科等、地域資源等との学びのつながりに気付く

カリキュラム・マネジメントによる道徳教育の充実（道徳学習プログラム）
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カリキュラム・マネジメントによる道徳教育の充実（道徳学習プログラム）

積み上げ型ワークシートの活用（児童生徒が繋がりを意識）
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カリキュラム・マネジメントによる道徳教育の充実（家庭・地域社会との連携）

学校、家庭、地域が一体となった道徳教育の推進（道徳参観日ゲストティーチャー招聘）

保護者の方の声
地域の発展のために、いろいろな思いがあることを知り
ました。ないものに目を向けるのではなく、あるものに
気づける人になってほしいと思いました。地域社会との
つながりを大切にしていくことの大事さを考えることが
できました。子供たちの胸に響いたと思います。



カリキュラム・マネジメントによる道徳教育の充実（家庭・地域社会との連携）
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ゲストティーチャー招聘に向けた連携（学校運営協議会の活用）

カリキュラム・マネジメントによる道徳教育の充実（家庭・地域社会との連携）
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ゲストティーチャー招聘による授業づくり（デジタル機器の活用（動画編集））

ねらいに沿った内容へ（次年度以降も活用）
実感を伴った理解（道徳科の学びと日常生活をつなぐ）

Ⅰ 研究の構想 Ⅱ 研究の実際 Ⅲ 結果と考察

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年９月

令和6年４月

道徳科の授業では、自分のことを振り返りながら考えている。

2.3ポイントアップ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年９月

令和6年４月

そう思う どちらかといえば、そう思う どちらかといえば、そう思わない そう思わない

8.6ポイントアップ

【小学校】

【中学校】
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【小学校】

【中学校】
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○ 児童生徒、教職員が道徳の授業と日常生
活を結びつけて考える姿が見られるように
なってきた。

〇 児童生徒が多様な考えを交流することで、
自分自身と向き合い、道徳的価値の理解を
深め、自己の生き方について深く考えること
ができた。

成果
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教職員が共通認識をもって進めていく。

● 発問の精選や導入の工夫。

● より効果的なプログラムの開発。
（資質・能力でつないでいくように。）

→より道徳科と日常生活をつなげて考えて
いくことができるように、取組を続けていく。

今後に向けて
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